
 
 

 

 

 

 

窓口支援
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知財総合支

子育てアイ

の相談に来ら

権利の効力に
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“パパの子育てから、家族に笑顔を”をモットーに、子育て応援ブランド
「papakoso（パパコソ）」（商標登録第5961060号）を運営していま
す。
　中でも、「パパ＆ママ140人と考えた理想のパパバッグ」（意匠登録第
1602944号）が一押し商品です。「第12回キッズデザイン賞」受賞、
「平成29年度横浜市経済局SBIR認定」を受けました。
　パパが乳幼児と外出する際に必要最小限の物が収納でき、抱っこの補助
としても使えるバッグです。
　この他にも同ブランド商品として、パパ専用簡易抱っこ紐「papa-
dakko」や、家族が川の字で寝る「繋がるふとん」などがあります。
　最新モデルの「パパバッグ だっこモデル+SG」では、抱っこ補助機能付
きバッグとして特許を取得（特開2022-126576）。製品安全協会の定
めるSGマーク認証の抱っこひもとしても使える、他に類を見ないバッグ
です。 

　最初に開発した商品の意匠権取得から、次の商品への知的財産検討を続け、商標権取得等の知的財産
権の強化を図っています。
・意匠登録第1602944号・商標登録第5961060号、第6174911号、第6181498号
・商標出願中２件、特許出願中１件
・特許登録第7335637号第意匠登録第1602944号・商標登録第5961060号、第6174911号、
　第6181498号、6268125号、6268126号、6370452号、6700434号
　また、職務発明規程についてもご相談があり、条項の解釈等について説明し、規程の策定に至ってい
ます。職務発明規程を整備することで、社内外へ企業姿勢を示すことができました。�




